
 

 

 

 

 

ありがとうの気持ちを 
 新校舎への引越しが一段落ついた頃、旧校舎の清掃活動を行

いました。この日は５年生が学校全体に散らばり、廃棄するも

のを食堂に運んだり、床をきれいに掃いたりしてくれました。

特に校長室や職員室などのタイル床は、机など重いものが置い

てあったので破損が激しく見た目も悪かったのですが、子ども

たちが丁寧に掃いてくれたので、見違えるようになりました。 

 それにしても５年生の意欲には目を見張るものがあります。

次から次へと仕事を探していき、作業もどんどん進んでいき

ます。次年度の最上級生として頼もしい限りです。 

 新校舎への希望と共に、旧校舎への感謝の気持ちも忘れて

はいけないな…、と５年生の姿を見て改めて思いました。 

 

 先週１週間は、旧校舎とのお別れ週間でした。学年ごとに

イベントも行われており、子どもたちの笑顔がはじけていま

した。教室や廊下いっぱい使って、アート作品を仕上げる学

年、障害物のなくなった旧校舎でのびのびとゲームを行う学

年、黒板に感謝の言葉を書き、記念撮影を行う学年など、思

い思いの活動をしながら、感謝の気持ちを伝えることができま

した。 

 最終日 25 日は、６年生のお楽しみイベントでした。これは

修学旅行と同じように、６年生の子どもたちが主体的に考えた

内容でプログラムが組まれていました。逃走中などの体を思い

っきり動かす遊びやクイズ等、いろいろと仲間が楽しめるよう

に工夫されたものでした。ゲーム中の指示も子どもたちがすべ

て行い、主体性にあふれていました。何よりも、子どもたちの

満足そうな笑顔が心に残りました。 

 高学年の２年間に制限の多い学校生活を強いられた６年生。 

 それでも、くじけずにできることを精一杯がんばってくれた６年生。 

 いろいろな場面で、良い姿勢、良い心、良い態度で全校の見本になってくれた６年生。 

 旧校舎とのお別れの最後に、そんな６年生の素敵な姿を見ることができて、うれしかった

です。 

 ちなみに私は、逃走中の「先生をつかまえて罰ゲームをさせる」という場面に出くわして

しまい、校内を清掃中に確保され罰ゲームとして放送で歌をうたわされました。子どもたち

は喜んでくれましたが、反省しています。 

 ３月に入り、いよいよ旧校舎とはお別れです。白く

佇む姿もいくらか寂しげです。子どもたちや私たち職

員の感謝の気持ちが、旧校舎に伝わっているといいな、

と思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お弁当の日 
 神奈川フィルハーモニー管弦楽団のコンサートが中止になり、がっかりの松田小学校です。

しかし、下校時刻の変更等はせず、16 日はお弁当をもって、コンサートが行われるはずだっ

た午後まで授業です。子どもたちもさぞ、がっかりしているだろうな、と通学路を歩いてい

ると、なぜかいつも以上にニコニコです。 

 ある子が話しかけてきて、その理由がわかりました。 

「校長先生、おはようございます。これ、ぼくのお弁当。今日は唐揚げなんだ！！」 

「へ～え、よかったね。唐揚げ好き？」 

「うん、大好き！！」 

その子は足取りも軽やかに、学校に向かっていきました。 

 他にもお弁当のことを報告してきてくれる子がいて、松田小学校の 

給食はとってもおいしいですが、やはりおうちの方の愛情がたっぷり入ったお弁当も、子ど

もたちにとっては大きな楽しみのひとつなんだなと思いました。 

 おいしく食べる、笑顔で食べるって、やっぱり食育の基本だと思うんです。お弁当の時間

は、子どもたちにとって素敵な時間となったことでしょう。お忙しい中、お弁当の準備をし

ていただき、本当にありがとうございました。 

 神奈川フィルハーモニー管弦楽団には、来年度再チャレンジをします。晴れてきていただ

けることになりましたら、また報告をします。 

 

 前号でお知らせした「ひまわりストア」が、 

 

 

 

 

 

 

 

ひまわり学級で一生懸命準備を重ねてきた

「ひまわりストア」が、１９日に無事開催され

ました。朝どれの新鮮な大根やサツマイモ、素

敵な商品の数々に、子どもたちの顔もどこか誇

らしげです。 

「いらっしゃいませ！」 

「ありがとうございました。」 

練習を重ねてきた挨拶も板についていて、ほの

ぼのとした雰囲気の中での開催でした。 

 保護者の方も多くご来店いただき、商売は大

盛況となりました。ありがとうございました。 

 

 寒さの中、新校舎に出勤するとホッとします。

木のぬくもりがやさしく迎えてくれるだけでな

く、保温性がいいためか暖房が入っているのか…

と錯覚するくらいあたたいのです。 

 各教室は、どちらかというと横長でしょうか。

多くの教室の扉はすべて開きますので、開放感が

あります。教室の縦が少し短いようですが、廊下

も含めて広がりを感じ、子どもたちの表情もどこ

かのびのびとしているようです。 

 先週は、新校舎にて初めての清掃活動、そして

給食がありました。引越期間にはできなかったこ

とができるようになって、日常が返ってきたこと

を実感します。 

 真新しい校舎を掃除する子どもたちのしぐさ

も、木のあたたかみと共にどこかやさしげです。

木は年代と共に深みが出てくるものですが、今の

新鮮な気持ちを持ち続けながら清掃活動も心をこ

めてがんばることのできる人になってほしいと思

います。          ↓給食中の様子（２年生） 

 


